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	抗原情報
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	骨格筋筋小胞体のカルシウム放出チャネルの構成要素であるリアノジン受容体アイソフォーム1（RYR-1）の調節に役割を果たす可能性があります。骨格筋RYR1つあたり4つのFKBP12分子があります。PPIaseはタンパク質の折り畳みを促進します。オリゴペプチド中のプロリンイミドペプチド結合のシス-トランス異性化を触媒します。TGF-βI型セリン/スレオニンキナーゼ受容体であるTGFBR1を不活性構造に保ち、リガンドがない場合にTGF-β受容体が活性化されるのを防ぎます。SMAD7をACVR1Bにリクルートすることで、SMAD2およびSMAD3がアクチビン受容体複合体と結合するのを防ぎ、アクチビンシグナルをブロックします。RYR1カルシウムチャネルの活性を調節する可能性があります。PPIaseはタンパク質の折り畳みを促進します。オリゴペプチド中のプロリンイミドペプチド結合のシス-トランス異性化を触媒します。
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	SH-SY5Y 細胞溶解物中の FKBP12 発現のウェスタン ブロット解析。

